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<はじめに>

土器の内面または外面口縁部に付着している炭化物は､主として食物の残液や煮炊きの

際に吹きこぼれたオコゲと考えられる.一方､土器外面の胴部下半から底部にかけて付着

している炭化物は､主に煮炊きの際に燃料としてもちいられた樹木の煤と考えられる｡つ

まり､土器付着炭化物は､土器の使用との関連性が明確な炭素資料である｡

そこで本研究においては､弥生時代中期から古墳時代前期を中心に､愛知 ･石川県から

出土 した土器の付着炭化物について､加速器質量分析法 (AMS:AcceleratorMass

Spectrometry)による 14C年代測定を行った｡ 考古年代とAMS14C年代から､この地域にお

ける弥生 ･古墳時代の年代観を検討することが本研究の目的であるが､本稿では今年度ま

でに得られている 14C年代測定の結果を報告したいと思う｡

<資料>

測定を行った資料は､表1に示したとおり､愛知県の4遺跡 (月縄手､朝日､門間沼､

八王子)から出土した土器の付着炭化物 13点と､石川県の8遺跡 (藤江 B､八日市地方､

下安原､東的場タケノハナ､猫橋､大友西､大長野､千代 ･能美)から出土した土器の付

着炭化物43点の合計 56点である｡

このうち､大友酉遺跡の月影-Ⅰ式の資料 (No.37)は､井戸枠の中から出土した土器で

あり､その井戸枠の縦横に用いられていた樹木の年輪年代がAD169年と得られている (光

谷,2000)｡また､宇田-Ⅰ式 (資料No.56)の時期は､奈良県佐紀遺跡の暗灰色粘質土層出

土の木製品について得られているAD412年という年輪年代 (光谷,2000)から判断すると､

5世紀初頭に始まった可能性が高いと考えられる (赤塚,2003)0
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表 1.測 定 資 料

資料No. 並称名 県名 付着部位 考古学的年代 時期

1 月鈍手遺私 費知 内面底部 速*川 弥生時代前期

2 春江B追跡

3 八日市地方遺跡

4 春江B遺跡

5 下安原5山弥

6 朝日漣跡

7 八日市地方漣跡

8 朝日遺跡

9 八日市地方遺跡

10 八日市地方遺跡

11 八日市地方遺跡

12 八日市地方漣跡

13 朝日漣跡

14 兼的壌タケノハナ遺鈷

15 八日市地方沈静

16 東的壌タケノハナ沈砂

17 八日市地方遺跡

18 東的場タケノハナ通称

19 責的場タケノハナ丑跡

20 八日市地方遺跡

21 榊 淋

22 朝日遺跡

23 兼的場タケノJ＼ナ遺跡

石川 内面口綾部

石川 内面胴部

石川 外面鷺細

石川 外面口綾部

兼知 外面胴音声

石川 外面口練～胴部

愛知 外面飼葡

石川 外面口練～胴部

石川 外面鞍部

石川 外面口焦～胴部

石川 外面口撮～頚部

愛知 外面胴部

石川 外面胴部

石川 外面胸部

石川 外面口綾部

石川 内面脱却

石川 内面ZFI下草一底部

石川 外面類一腐帝

石川 外面胴部

榔

榔

榔

抑
還

棚

脚
棚

棚

縦

岬
榔

W

W
棚

卿

脚

長

石川 外面口榛～網土牛部

費知 外面胴瀬 高jk式
石川 外面明細 中期Ⅳ

弥生時代中期

24 痛稀遺鉢

25 稀絹進捗

26 榊 遺跡

27 着江B遺跡

28 藤江B遺跡

29 藤江B進捗

30 東的積タケノハナ遁辞

31 兼的嶋タケノハナ遺鉢

32 東的場タケノJヽナ逮鉢

33 薫的場タケノハナ遠藤

石川 内面口牡部

石川 外面胴中段部

石川 外面口縁一点下半部

石川 外面胴部

石川 外面胸部

石川 外面胴部
石川 外面胴部

石川 外面口撒水

石川 外面窮中央部

石川 外面朋中段部

弥生時代後期Ⅴ前半

弥生時代後期V前半

弥生時代後期Ⅴ前半

弥生時代後期V前半

弥生時代後期V前半 弥生時代後期

弥生時代後期V前半

弥生時代後期V前半

弥生時代故期V後半

弥生時代後期V後半

弥生時代後期V後半

34 朝日追跡

35 朝日漣鉢

36 円rH沼遺跡

37 大友西進鉢

38 大農野遺跡

39 兼的嶋タケノハナ遺跡

48 千代･能美連跡

41 千代･能美遺跡

42 千代･能美遺跡

43 千代.能美漣跡

44 千代･能美並跡

愛知 内面窮部

愛知 外面嗣細

魚知 外面杯廊

石川 外面胴下半部

石川 外面口綾部

石川 外面腐部

石川 外面口繊･鞍部

石川 外面Jl練部

石川 外面胴中央部

石川 外面崩下半部

石川 外面胴上半部

楓耶Ⅰま前半

JPrHlま前半

艶Ⅳ日 中l東

月影 Ⅰ式(AD169)

月影式

庄内前半 弥生時代後期後半

庄内後半

庄内後半

庄内後半

庄内後半

庄内後半

45 八王子淋

46 千代･能美沈静

47 千代･能美漣称

48 千代･能美漣跡

49 手代･能美辻跡

50 千代･能美漁称

51 円恥棚

52 千代･能美並称

53 八王子遺跡

54 月経手並捗

55 千代･能美漣跡

56 八王子遺跡

愛知 外面崩部 洲 Ⅱ-1

庄内後半～布官1 弥生時代珠潮境半

庄内～布骨

庄内後半～布骨1 古墳時代前期

庄内後半～布野1

庄内後半～布骨1

箪間tn後半

石川 外面口綾部

石川 外面Jil下半細

石JII 内面底部

石川 内面鹿部

石川 内面鹿瀬

費知 外面口綾部

石川 外面粥上半部 布や1(節)

愛知 外面脱却 松河戸 Ⅰ前半 古墳時代前期

愛知 外面胴部 松河戸l前半

石川 外面胴上半部 布宵2

愛知 外面胴部 幸田-Z式 古墳時代中期

<実験>

図 1に 試 料 調 製 の 手 順 を 示 し た ｡ 土 器 に 付 着 し た 炭 化 物 を ス テ ン レ ス 製 の ス パ ー テ ル を

用 い て 削 り 取 り ､ ア ル ミ ホ イ ル 上 に 集 め た ｡ 採 取 し た 資 料 の 重 量 を 測 っ た 後 ､ 埋 蔵 中 の 汚

染 を 除 去 す る た め に 酸 と ア ル カ リ を 用 い た 化 学 処 理 を 行 っ た ｡ ま ず ､ ホ ッ ト プ レ ー ト 上 (約

60-70℃)に お い て 1.2MHClで 炭 酸 塩 の 除 去 を 行 っ た ｡ 次 に フ ミ ン 酸 等 の ア ル カ リ 可 溶 成

分 を 除 去 す る た め に ､ 0.1- 1.2Mの NaOHを 用 い て 同 様 の 処 理 を 行 っ た . そ の 後 ､ 再 び 1.2M

HClで の 処 理 を 行 っ た ｡
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蒸留水で洗浄した試料を､真空デシケーター中で乾燥させ､その重量を測定した｡9mm

¢のVycor管に､約2-8mgの試料と600-700mgのCuOとを入れて管内を真空にした後､

ガスバーナーで封じきり､850℃で加熱して C02を発生させた｡発生させた気体中にはCO2

以外に､H20,S02などの気体が含まれているので､Vycor管を真空ラインに接続し､液体窒

素､エタノール､n-ペンタンの冷媒を用いてC02の精製を行った｡精製したC02をH2(C02

の2倍当量)と触媒である鉄粉 (約 1.5mg-2.Omg)と共に別の9mm¢のVycor管に封入し

た｡鉄粉の入っている管の下端部を650℃で6時間以上加熱することでグラファイトを合

成し､得られたグラファイトをアルミニウム製のホルダー内に充填し測定用試料とした.

試料調製の収率を表2に示した｡

名古屋大学年代測定総合研究センターのタンデトロン加速器質量分析計 2号機 (High

VoltageEngineeringEurope社製,オランダ)によって､試料の14C/12C､13C/12C比を測定し､

14C年代を算出した.本研究では､INTCAL98(図2)を用いて14C年代を較正暦年代に換算

した (Stuivereta1.,1998)｡

土番付着炭化物

化学処理 r.t.,60-70℃

l)I.2M-HCl 炭酸塩の除去

2)0.I-1.2M-NaOH フミン酸等の除去

化学処理済み試料
酸化

CuO,850℃(2-311)

精製

図 1.試料調製
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表2.試料調製の収率

資料No. 化学処理 構阜

処理前重量【rnd 処理後重量【md 化学処理収率【%] 輔製前重量【md 輔半壊の炭素宝玉[md 炭素含有率[%] 資料中の炭素含有率[%]
1 80.4 54.1 67.3 7.5 4.2 55.6 37.4

2 85.1 19.4 22.8 7.0 3.3 47.6 10.8

3 92.0 22.9 24.9 7.6 3.8 50.0 12.4

4 102.4 46.1 45.0 7.2 4.0 55.2 24.9

5 53.9 5_3 9.9 5.3 2.9 53.6 5.3

8 51.4 36.0 70.0 7.7 4.5 58.7 41.ー

7 94.6 9.1 9.6 6.6 3.0 45.5 4.4

8 76.3 47.7 62.5 4.4 -

9 89.5 9.3 10.4 7.3 盆.4 46.6 4_8

10 97_9 56.1 57.3 7.3 3.9 53.4 30_6

ll 68.9 22.5 32.7 6.9 3.7 53.6 17.5

12 94.5 35.3 37.4 7.3 3.9 53.4 20.0

13 82.9 14.5 17.5 7.6 4.8 62.8 ll.0

14 73.3 26.5 36.1 5.1 2.6 50.4 18.2

15 85.5 47.2 55.2 7.4 4.1 55.4 30.6

16 80.2 9.0 11.2 5.5 2.6 47.8 5.4

17 74.5 39.4 52_9 7,1 3.8 53_5 28.3

18 78.3 32,1 41.0 5.4 2.0 37.2 ー5_2

19 81_4 15.0 18.5 6.3 0.8 13.4 2.5

20 100.2 29.6 29.6 7.5 4.0 53.3 15.8

21 97.9 8.0 8.2 5.0 1_1 21.0 1.7

22 81.8 29.7 36.3 7.4 4_7 62_7 22_8

23 65.9 24.8 37.令 5,9 3.1 52.2 ー9.令

24 13.0 6.3 48.5 4.7 2.6 55.6 27.0

25 68.4 3.1 l-

26 80.5 9.6 12.0 7.2 3.4 48.0 5.7

27 71.7 15.2 21_2 7.0 3.3 47.2 ー0.0

28 102.2 63.3 61.9 6.8 4.0 58.4 36.1

29 99.8 13.1 13.1 6.8 3.1 45.2 5.9

30 70.8 25.0 35.4 5.5 2.6 47.9 16.9

31 97.7 5.5 5.6 5.5 1.3 23.5 1.3

32 68.0 32.1 47.2 6.3 3.5 55_1 26.0

33 75.5 13.6 18.0 5.3 2.6 48.0 8.6

34 31.1 1.0 -

35 49.8 32.1 糾.4 7.5 4.6 82.0 39.9

36 70.5 20.1 28.5 7.8 3.5 45.1 12ー9

37 70.5 47.4 67.2 5.8 3.6 81.3 41.2

38 77.1 2.7 3.5 2.7 1_5 57.5 2.0

39 70.1 51,4 73.4 6.8 3.8 56.2 41.2

40 60.1 2.4 4.0 2.4 1.3 55.4 2.2

41 73.5 5.2 7_1 5.2 2,3 43.1 3.1

42 83.4 32.1 38.5 5.7 2.6 45.8 17.6

43 63.2 34.2 54.0 6,4 3.1 49.2 26.6

44 97.6 26_5 27.1 7.3 4.5 81.5 16.7

45 82.2 2.2 -

46 83.4 18.0 21.6 6.5 3.0 46.9 10.1

47 30.8 8.8 28.7 5.1 2,3 44.8 12.9

48 33.1 21.5 84.8 6.8 3.6 52.6 34.1

49 48.0 32.8 68.5 6.1 4.1 66,6 45.6

50 86.5 48.8 56.5 6.9 3.8 54.1 30.5

51 71.9 11.2 15.6 8.0 2.5 31ー8 5.0

52 54.6 1.8 -

53 98.0 76.2 77.8 7.8 4.6 58_8 45_7

54 55.2 24.1 43.6 7.6 4_8 62.2 27.1

55 ー07.9 27.3 25.3 5.9 2.9 48.8 12.3
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図2.較正曲線(INTCAL98)
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<結果および考察>

14C年代測定の結果を､表3および図3に示した (14C年代の誤差はloである)｡全体と

しては､土器の相対年代が新しくなるにつれて､較正暦年代も新しくなる傾向がみられる｡

但し､資料No,34,45の二点は､他の同時期の資料に比べて古い較正暦年代を示している｡

これらは､土器の胎土を多く含む資料であり､その炭素含有率は約 4-5%であった｡それ

ゆえ､この古い年代値の一因は､土器の胎土中に含まれている古い年代をもった炭素の影

響にあると考えられる｡

弥生時代前期の遠賀川式 (資料No.1)の土器について得られた較正暦年代は､較正曲線

が横ばいになる時期にあたるため､前8世紀中頃から前5世紀末頃にわたる大きな誤差が

示されている｡

弥生時代中期に相当する資料 (資料No.2-23)については､前4世紀から前3世紀に測定値

が集中している｡特に､Ⅱ期の資料では､前4世紀前半に較正暦年代の確率の高いものが

見られ､愛知 ･石川県における弥生時代中期の始まりがこの時期に求められる可能性が高

いといえるO-方､中期の終わりについては､資料No.23(中期Ⅳ)が前1世紀後半から後

1世紀半ばという結果を示しているが､現在は一例のみであるため､測定例を蓄積した上

での議論が今後必要となるであろう｡

弥生時代後期および後期後半の資料 (No.24-44)について､その較正暦年代は前1世紀中

頃から3世紀前半におよぶ結果が得られている｡特に､月影 Ⅰ式 (資料No.37)の較正暦年

代は､lo･で 83-132[calAI)]､20で 72-220[calAD]と得られ､AD169年という年輪年代と

は2gの範囲で一致する結果であったOしかしながら､2世紀頃の欧米産樹木と日本産樹木

の14C年代には系統誤差がある可能性も示唆されており (Sakamotoeta1.,2003)､厳密な

議論をするためには､日本の較正曲線を作成した上での暦年較正が必要であると考えてい

る｡

弥生時代後期後半と古墳時代前期との境界期の資料 (資料No.45-50)では､較正暦年代

の多くが､3世紀半ばから4世紀初頭頃の値を示している｡また､古墳時代前期の資料 (餐

料No.5卜55)では､2世紀中頃から4世紀前半にわたる較正暦年代が得られている｡

古墳時代中期宇田-Ⅰ式の資料 (資料No.56)については､408-429[calAD](lo)とい

う較正暦年代が得られており､年輪年代から判断される5世紀初頭頃という年代とも矛盾し

ない結果であった｡
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表3.14C年代測定の結果

613C 較正骨年代

[‰〕 【caJBCAD]

BC759(756,701)682.6650637.589()580,552(539.527.524)516,4610452,4380430.4190414

-25,4士0.1 BC7370725.5370530.521(498.493,483,465.449.441,426,424,413)409
-26.7士0.1 BC403(399)396

-25.3士0.1 BC392(885)376.267()264

-25.1士0.1 BC388(379冶59.273()260

-24.8土0.1 BC883(363)356,288(269,263)257.2460233,2150215

-25.2士0.1 BC362(356)350,317(288)270262(257.246,233)229,220(215,215)208

-17.6士0.1 BC395(388)朋の

-25.3士0.1 BC385(377)359.274(266.284)268.235()235

-26.3士0.1 BC375(冶71.364(357)351.3160389.302(285)268,263(258.241,234)230.219()209

-26.6士0.1 BC359(352)347,321(294)274.2600235.235(231)226223く218,211)204

-25.6土0.1 BC350(344.324)317.2290220,208(202)188,1870182

BC3760370,364(357)351,3160307,303(285)267.263(258,242.234)229,2200208

-24.5土0.1 BC392(381)360,2730260

-25.0士0.1 B()884(376,367.365)358.275(267,264)259,239()234

-26,7士0.1 B(33引く359)351,3160310.302(273.260)230.2190209

-24.1士0.1 BC383(3仙 7.321(290)269,262(256,250,232)227,223(216.213)204

-23.8士0.1 BC352(346,322)298,230(228.224)219.210(203)199

BC3480319.2270222,205(200)171
-27.2士0.1 8C200(196.191,175)168

BC197()189,179(170)155.1320117

-25.Oよo.1 BO1660127.123(94*5.85052

-25.9士0.1 BC37()31.20011.BCl(AD4.8,21)30,39052

125.4士0.1 BG89078,57(47)40,26024,803

-26.6土0.1 BC49(42)36.33018.13く7,4)AD1

-25.7士0.1 BC43(38,30,21.11)6,5(1)AD3AD13017

-25.Oよo.1 BC3吹)28.BC22O1OAD2(3,14,16)26.42O48

BC15015Ju)2(25)32̂ D37(43,47)54

-26.0±0.1 AD4010,19(28.41,50)65

-25.Oよo.1 AD75(86.102.122)129

AD66(79)91.880126

-24.2j:0.1 AD75(85,103.120)128

-25.7士0.1 AD79(90.98.126)131

BC43(37,32.20.12)6,aC4(aC1)AD4AD8020

-25.3士0.1 AD128(133)220

-26.3士0.1 AD7封85.103,1i9)128

-25.4土0.1 AD8敢)104.117(128)132

-25.1土0.1 AD870101.124(130)135,1570173.1940210

-23.0士0,1 AD1790190.213(237)244

AD75(84,104.118)128

-22.3±0.1 AD88()102.122(129)183

-17.8土0.1 AD92(油8.128(131)136,1520176,1920211

-15.2士0.1 AD128(132)218

-22.4士0.1 AD183()187,218(237)243

-11.1土0.1 AD3012,17(28,41.50)66

-17.2士0.1 AD128(133)220

-24.5土0.1 AD224(240)256,3030317

-25.8土0.1 AD228(240)256,3040317

-25.4土0.1 AD231く241)256,3030317

-26.3士0.1 At)235(241)256.3030317

-25.2土0.1 ADT32(180,189,214)236

-17.6士0.1 AD1340161,1690199.208(230)241

AD237(243)258.2840287.3000320

-22.8士0.1 AD240(255)259,2810290,298(305,316)322

-21.1土0.1 AD244(258)262.277(284287,300,320)336
AD仰8(421舛29

触

号

手

蔓

崇
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学
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…
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=･=LH
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資料No. 考古学的年代
146年代

[B円

1 遠賀川 2463±22

2 中期Ⅱ 2430土20

3 中期Ⅱ 2347±18

4 中期Ⅱ 2284±21

5 中期Ⅱ 2266士23

6 朝日式 2251土21

7 中期Ⅱ 2227士17

8 見田町式古 2284土20

9 中期Ⅱ 22603:18

10 中期Ⅱ 2231±19

11 中期Ⅱ 2213士20

12 中期Ⅱ 2181土18

13 古豪古 2231±20

14 中期Ⅳ 2273土30

15 中期Ⅳ 2257士18

16 中期Ⅳ 2239土28

17 中期Ⅳ 2221土26

18 中期 2187±18

19 中期Ⅳ 2165士26

20 中期Ⅳ 2147±17

21 2129±20

22 高裁式 2090士22

23 中期Ⅳ 1990土24

24 弥生時代後期V前半2052土20
25 弥生時代後期V前半2034j:20

26 弥生時代牲期V前半2019士18

27 弥生時代後期Ⅴ前半2㈱ 士21

28 弥生時代後期V前半1980士20

29 弥生時代後期Ⅴ前半1970士20

30 弥生時代牧期V前半1899士26

31 弥生時代後期V後半1918土24

32 弥生時代後期Ⅴ後半1902士22

33 弥生時代後期V後半1891士25

34 頭間 Ⅰ式前半 2015士22

35 丑PII式前半 1851士21

38 廼蘭‡中頃 1903士21

37 月形1式 1879士22

38 月影式 1888士25

39 庄内前半 1802土28

40 庄内後半 1904士20

41 庄内後半 1874士20

42 庄内後半 1862土21

43 庄内後半 1852士20

44 庄内後半 1804±19

45 週間Ⅱ-1 1972±22

46 庄内後半一布官1 1849士20

47 庄内一布や 1790±24

48 庄内後半一布官1 17∝l士21

49 庄内牧羊～市営1 1789土20

50 庄内後半一布官1 1787土19

51 娼聯Ⅱ後半 1832士19

52 布官1(節) 1815±21

53 松河戸Ⅰ前半 1778士22

54 松河戸Ⅰ前半 1767士20

55 布留2 1751±18

56 宇田-1式 1631士21

-101-



12232 43334444550515556 一 一 H N ー H… 弥生時代前期

H 一一 ~… N 弥生時代中期
H ー
Jq H

l一一 l一■H

N ト-1ー M

■■■l MN■
H ト-1I仙H

一■
川■ い●.■一■H

H ■l暮

ー■ H 一

ー H

■.■
M Nト一■一一H

■■ トー■ー1

M ～N

H ～H

tN fr叫 N

NH H

トー■一q I

tlNH H

HT:L 弥生時代後期
■■■●一

HH一■叫■
lト1■叫

■l■一一
ー

PqH

…
一 .■

弥生時代後期後半 M 一 一 r
H MHMH H

H …
～
H N
M HH H

● 一 一 .一･一一I
▲ ■-

弥生時代後期後半 桝
一一一一一一一-1

～ M H

M H

古墳時代前期 H M

HH

古墳時代前期 二 二 二

H 暮H

M M■一

rllINq

古叫時代中期. . . . .～
800ca胎C 400calBC 1caIAD 400caIAD

較正膚年代 (caIBC/calAD)

図3.考古学的年代と較正暦年代
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AMS14cdatingandchronologicalinvestigationofpottery

intheYayolandKofunperiodsexcavatedfromAichiandlshikawaPrefectures
●
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1)GraduateSchoolofEnvironmentalStudies,NagoyaUniversity

2)CenterforChronologicalResearch,NagoyaUniversity

3)AichiPrefectureArchaeologiCalResearchCenter

4)GrduateSchoolofLetters,NagoyaUmiversity

Abstract

Archeologicalageofpotteryisarelativeagebasedonthetypologicalandstratigraphic

analyses.Acceleratormassspectrometry(AMS)isausefulmethodforradiocarbondatingof

charred-carbonaceousmaterialonthepotsherd.Thecarbonaceousmaterialattachedoninsideor

outsidesurfaceofthesherdisresiduesoffoodorsootfromfuelsusedatthetimeofcooking.

Therefore,thecalibrated14Cageshouldbetheageofpotteryusage･Thepurposeofthisstudyisto

provideAMS14CagesforthepotterysamplesoftheYayolandKofunperiodsinAichiand

lshikawaPrefTectures.ThesampleshadbeenexcavatedfromTukinawate,Asahi,Kadomanumaand

Hachiojisitesin AichiPrefTecture aswellasFujie-B,Yokaichi-jikata,Shimoyasuhara,

Higashi-matoba-takenohana,Nekohashi,Ohtomo-nishi,Ohnaganoand Sendai-nomisitesin

lshikawaPrefTecture,centralJapan.

14C/12cand13C/12cratiosof56potterysamplesweremeasuredwithAMS･TheAMS14c

ageswerecalibratedtocalendardatesbyusingtheINTCAL98data.

ThecalibratedagesofpotterysampleswerecomparedwiththeirarcheologlCalages.The

startingageOfthemiddleYayoIPeriodinAichiandlshikawaPrefectureswasassignedtoaround

BC4thcentury･ThestartingageOftheearlyKofun periodinAichiandIshikawaPrefectureswas

assignedtoarotmdAD3rdcentury.Samples(Nos.37and56)haveknown agesdetemi nedwith

dendrochronologiCalmethod.Thecalibrated14cagesofNo.37andNo.56Samplescoincidedwith

thedendrochronologicalages.
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